
令和 3年度（2年度実施分）事務事業目的評価表
様式1-1 記入日 令和03年12月08日

１
事
務
事
業
の
現
状
　
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
及
び
Ｄ
Ｏ

事務事業名 No. 268 やすらぎ霊園管理事業
政策 快適で暮らしやすいまち

この事務事業
施策 多様な世代の定住・移住を促進しよう

の位置
基本事業 住まい

主管課名 環境課 課長名 成田　明弘
この事務事業の開始時期 平成１５年度から 事務区分 □法定受託事務 ■自治事務
この事務事業の根拠法令 みよし市やすらぎ霊園条例

事業の概要 現在の状況とこの事務事業を行う根拠または理由

・墓地管理講習会への参加 ・やすらぎ霊園の樹木管理・除草管理・廃棄花柄の処
・墓地管理（電気、水道、パンフレット、通信費） 理を実施し、安全で清潔な霊園を保持する。
・霊園維持管理委託（樹木管理、清掃等）  
「ＳＤＧｓの取り組み：11」 第１期　２㎡１３０区画　３㎡１８１区画

第２期　２㎡３０１区画　３㎡１２８区画　芝生３㎡
１０６区画

平成１８年４月に第１工区を供用開始。
R2年度に実施した具体的な 墓地の維持管理に努めるとともに、使用者を広報等で随時募集した。
事業の方法、手順、指標に対す
る成果等

事務事業を取り巻く状況

令

は過去と比べ変化して

和

いるか (1)活動指標

 

（事務事業の活動量を

3

表す指標）

墓地の使用

年

者の年齢層が高齢もし

度

くは子供に承継されて

（

き 名称 単位
ている。現

2

状では無縁墳墓等は確

年

認されないが、「管理

度

が ① 全体計画進捗率 ％

実

変 化
不要な永代供養

施

や納骨堂に改葬したい

分

」という意見がみら ②

）

内 容
れる。

対象(こ

事

の事業の対象、範囲と

務

なる人、物) (2)対

事

象指標（対象の大きさ

業

を表す指標）

市民 名称

目

単位
① 人口 人
②

目的(

的

この事業によって上記

評

対象をどのような状態

価

にしたいのか) (3)

表

成果指標（目的の達成

様

度を示す指標）

墓地を

式

必要としている市民に

1

提供する 名称 単位
① や

-

すらぎ霊園墓地累計使

1

用率 ％
②

結果(上位基

記

本事業の意図) (4)

入

結果の成果指標（上位

日

基本事業の成果指標）

令

市民に必要な墓地を提

和

供する 名称 単位
① 墓地

0

使用数 区画
②

事務事業

3

の各種指標の実績と見

年

込及び目標

H31年度

1

R2年度 R2年度 R3

2

年度 R4年度 R5年度

月

R6年度
指標 ＼ 年

0

度 単位
実績値 計画値 実

8

績値 計画値 目標値 目標

日

値 目標値
(1)の ① ％

１

44 44 44 44 44

事

44 44
活動指標 ②
(

務

2)の ① 人 61,15

事

3 61,040 61,

業

040 61,236 6

の

2,100 62,36

現

0 62,620
対象指

状

標 ②
(3)の ① ％ 41

　

42 42 43.9 45

Ｐ

.8 47.7 49.6

Ｌ

成果指標 ②
(4)の結

Ａ

果の ① 区画 350 35

Ｎ

8 356 372 388

及

404 420
成果指標

び

②
予算費目 会計 01 

Ｄ

一般会計 款 04 項 01

Ｏ

目 01

コスト 年度 H3

事

1年度 R2年度 R2年

務

度 R3年度 R4年度 R

事

5年度 R6年度
実績値

業

計画値 実績値 計画値 目

名

標値 目標値 目標値
事業

N

費(決算又は予算額)

o

Ａ 単位 3,185 3,

.

876 2,638 3,

2

733 3,565 3,

6

783 3,916

財
源

8

内
訳

 国庫支出金 千円

や

0 0 0 0 0 0 0
 県支

す

出金 千円 0 0 0 0 0 0

ら

0
 地方債 千円 0 0 0

ぎ

0 0 0 0
 その他 千円

霊

686 714 698 7

園

16 744 776 80

管

8
 一般財源 千円 2,

理

499 3,162 1,

事

940 3,017 2,

業

821 3,007 3,

政

108
人件費Ｂ 千円 3

策

32 332 332 49

こ

8 498 498 498

の

正職員従事時間×人数

事

時間×人 50× 2 50

務

× 2 50× 2 50× 3

事

50× 3 50× 3 50

業

× 3
正職員以外の人件

施

費 千円 0 0 0 0 0 0 0

策

その他の費用Ｃ 千円 1

の

30 130 129 12

位

9 129 129 129

置

トータルコストA+B

基

+C 千円 3,647 4

本

,338 3,099 4

事

,360 4,192 4

業

,410 4,543
単

主

位あたりコスト ① 千円

管

/人 0.1 0.1 0.

課

1 0.1 0.1 0.1

名

0.1
（ﾄｰﾀﾙｺｽ

課

ﾄ/(2)の対象指標

長

）② 千円/ 0 0 0 0 0

名

0 0

1

この事務事業の開始時期 事務区分 法定受託事務 自治事務
この事務事業の根拠法令

事業の概要 現在の状況とこの事務事業を行う根拠または理由

R2年度に実施した具体的な
事業の方法、手順、指標に対す
る成果等

事務事業を取り巻く状況は過去と比べ変化しているか (1)活動指標（事務事業の活動量を表す指標）

名称 単位
①

変 化
②

内 容

対象(この事業の対象、範囲となる人、物) (2)対象指標（対象の大きさを表す指標）

名称 単位
①
②

目的(この事業によって上記対象をどのような状態にしたいのか) (3)成果指標（目的の達成度を示す指標）

名称 単位
①
②

結果(上位基本事業の意図) (4)結果の成果指標（上位基本事業の成果指標）

名称 単位
①
②

事務事業の各種指標の実績と見込及び目標

H31年度 R2年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
指標 ＼ 年度 単位

実績値 計画値 実績値 計画値 目標値 目標値 目標値
(1)の ①

活動指標 ②
(2)の ①

対象指標 ②
(3)の ①

成果指標 ②
(4)の結果の ①
成果指標 ②

予算費目 会計 款 項 目

コスト 年度 H31年度 R2年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
実績値 計画値 実績値 計画値 目標値 目標値 目標値

事業費(決算又は予算額)Ａ 単位

財
源
内
訳

 国庫支出金 千円
 県支出金 千円
 地方債 千円
 その他 千円
 一般財源 千円

人件費Ｂ 千円
正職員従事時間×人数 時間×人 × × × × × × ×
正職員以外の人件費 千円

その他の費用Ｃ 千円
トータルコストA+B+C 千円
単位あたりコスト ①

（ﾄｰﾀﾙｺｽﾄ/(2)の対象指標）②

1



事

はありませ
■ ない

んか

業

？

行政区墓地だけでは

名

、墓地を必要とする市

N

民全てに対応できず、

o

市全
事業進展等による

.

環境変化 □ ある
域を対

2

象とした墓地が必要で

6

あるため、目的を見直

8

す必要はない
に伴い、

や

目的を見直す（目
その

す

理由
的の追加・拡充又

ら

は絞込）

必要はありま

ぎ

せんか？ ■ ない

有
効
性

霊

対象が死亡者など自然

園

な要因であるため、向

管

上は困難である
今以上

理

に事業の成果を向上

さ

事

せる方法を記入して下

業

さ

い。 内　容
※(3)

２

の成果指標を向上させ

評

る

　ことはできますか

価

？

計画値どおりで、達

　

成した
目的達成状況 内

Ｃ

　容

□民間への一部委

Ｈ

託 □民間への全部委託

Ｅ

市関与の必要性 □指定

Ｃ

管理 □補助金・負担金

Ｋ

助成 ■市の直営
内　容

目

　（実施手法） 市民の

的

生活に関わる内容であ

妥

り、市の職員が直接対

当

応することが相応しい

性

ため

効
率
性

現状で適正

こ

事務事業の統廃合によ

の

り、

事業の効率化を図

事

り、成果
内　容

を向上

業

させる方法を記入し

て

の

下さい。

現状で適正
現

必

状より事業費・人件費

要

を

削減する方法を記入

性

して下

さい。（仕様の

は

変更、外部 内　容
委託

薄

、従事時間の削減等は

れ

できないか？)

公
平
性

て

前年度に検討・協議済

得

■ ある ■ 現状で適正
受

ら

益者負担はありますか

れ

？

また、受益者負担割

て

合は適 □ ない □ 検討が

い

必要 内　容
正ですか？

る

□ 受益者がいない

３
改

い

革
改
善
案
　
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ

ま

Ｎ

供用開始から１０年

せ

以上経過したた 数年以

ん

内に舗装修繕が必要に

か

なって
事業実施上の課

。

題、住 め、区画内の舗

十

装が傷んできている く

分

る。
民・議会等からの

な

意見 意　見 。 対応策 令

成

和３年度に口座振替対

果

応準備をし
と対応策 管

が

理料の口座振替での対

理

応。 、令和４年度から

　

実施する。

芝生墓地の

由

管理を芝の専門事業者

得

管 口座振替対応に向け

ら

、調整、テスト
R3年

れ

度の事業計画は前 変　

て

更
理に見直しをした。

い

を行う。
年度から変更

ま

・追加は 前年度 ・
ある

す

か 追　加

今後の事業・

か

コスト・成果の方向性

？

今後の事業の方向性、

得

改革・改善案
※今年度

ら

からの具体的な事業の

れ

進め方、手段の見直し

て

等、各方向性の内容

　

い

　　　　　　　　□　

な

拡大 ・引き続き計画的

い

な霊園運営及び維持管

事

理を実施して
　　　　

業

　　　　　□　改善 い

進

く。
　　　　　　　　

展

　■　現状維持 ・Ｒ３

等

年度は墓地管理講習会

に

へ参加する（隔年）
　

よ

　　　　　　　　□　

る

縮小 ・Ｒ４年度から口

環

座振替を可能にするた

境

め、Ｒ３年度
　　　　

変

　　　　　□　統合 に

化

口座振替依頼書の印刷

あ

をする。
　　　　　　

る

　　　□　完了
　　　

に

　　　　　　□　廃止

伴

・休止
コストの方向性

い

　　　　　　　　　→

、

　維持
成果の方向性
　

対

　　　　　　　　→　

象

維持

2

を見直す（拡
その理由

大・縮小）必要はありませ
ない

んか？

事業進展等による環境変化 ある
に伴い、目的を見直す（目

その理由
的の追加・拡充又は絞込）

必要はありませんか？ ない

有
効
性

今以上に事業の成果を向上

させる方法を記入して下さ

い。 内　容
※(3)の成果指標を向上させる

　ことはできますか？

目的達成状況 内　容

市関与の必要性
内　容

　（実施手法）

効
率
性

事務事業の統廃合により、

事業の効率化を図り、成果
内　容

を向上させる方法を記入し

て下さい。

現状より事業費・人件費を

削減する方法を記入して下

さい。（仕様の変更、外部 内　容
委託、従事時間の削減等は

できないか？)

公
平
性

ある 現状で適正
受益者負担はありますか？

また、受益者負担割合は適 ない 検討が必要 内　容
正ですか？

受益者がいない

３
改
革
改
善
案
　
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

事業実施上の課題、住
民・議会等からの意見 意　見 対応策
と対応策

R3年度の事業計画は前 変　更
年度から変更・追加は 前年度 ・
あるか 追　加

今後の事業・コスト・成果の方向性 今後の事業の方向性、改革・改善案
※今年度からの具体的な事業の進め方、手段の見直し等、各方向性の内容

コストの方向性

成果の方向性

2

様式1-2

事務事業名 No. 268 やすらぎ霊園管理事業

２
評
価
　
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ

目
的
妥
当
性

霊園の使用者を随時募集しており、使用者が年々増えている
この事業の必要性は薄れて ■ 得られている

ため、必要である
いませんか。十分な成果が 理　由
得られていますか？ □ 得られていない

行政区墓地だけでは、墓地を必要とする市民全てに対応できず

様

、市全
事業進展等によ

式

る環境変化
□ ある 域を

1

対象とした墓地が必要

-

であるため、対象を見

2

直す必要はない
に伴い

事

、対象を見直す（拡
そ

務

の理由
大・縮小）必要


